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大久保駐屯地司令感謝状受賞者

大
久
保
自
衛
隊
協
力
会

久御山協力会 澤 野 和 嗣

八幡市協力会 橋 本 正 勝

宇治田原協力会 木 谷 喜 六

木津川協力会 三 桝 正 行

小倉協力会 井 上 諭

京田辺協力会 寺 本 安 一

青年部 中 西 秀 友

陽融会 西 尾 善三郎

大久保駐屯地桃友会 堀 江 洋 一

４５会 中 畑 昌 三

くりくま会 迫 田 一 文

さきがけ会
南 部 登志子

伊 田 俊 二

業務諸隊ОＢ会 溝 上 昭 人

令
和
３
年
４
月
９
日
（
金
）
、
令
和
３
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
に
就
任
さ
れ
た
藤
森
佳
人
氏
に
駐
屯

地
司
令
か
ら
防
衛
事
務
次
官
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

藤
森
氏
か
ら
は
「
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
自
衛
隊
、
駐
屯
地
に
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
令
和
元
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
終
了
式
も
行
わ
れ
、
令

和
元
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
泉
村
夢
織
氏
に
駐
屯
地
司
令
よ
り
在
任
間

の
活
動
に
対
す
る
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

大久保駐屯地広報紙
「やましろ」

令和３年度１四半期号
No.１３

令
和
３
年
５
月
15
日
（
土
）
、
大
久
保
駐

屯
地
桃
友
会
会
長
（
松
田
篤
彦
氏
）
は
、
第

３
師
団
長
か
ら
「
我
が
国
の
防
衛
と
自
衛
隊

の
活
動
に
対
す
る
深
い
理
解
の
も
と
防
衛
基

盤
の
育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促
進
に
努
め
、

部
隊
の
充
実
発
展
と
隊
員
の
士
気
高
揚
に
貢

献
し
た
功
績
」
に
よ
り
感
謝
状
を
受
賞
し
ま

し
た
。

松
田
会
長
は
、｢

大
久
保
駐
屯
地
の
充
実

発
展
に
諸
先
輩
が
脈
々
と
御
尽
力
さ
れ
て
き

た
お
陰
で
受
賞
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
だ
と
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
久
保
駐

屯
地
並
び
に
桃
友
会
の
発
展
の
た
め
益
々
、

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

大久保駐屯地桃友会
会長 松田篤彦 氏

令和３年度第３師団長
感 謝 状 受 賞

大 久 保 駐 屯 地 創 立 ６ ４ 周 年 及 び
第 ４ 施 設 団 創 隊 ６ ０ 周 年 記 念 行 事

大
久
保
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

坂
元
秀
明
陸
将
補
）
は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
５
月
29
日(

土)

、
「
大
久
保
駐
屯
地
創
立
64
周
年
及
び
第

設
団
創
隊
60
周
年
記
念
行
事
」
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
、

今
回
は
一
般
開
放
は
せ
ず
、
京
都
地
方
協
力
本
部
等
と
連
携
し
て
募
集
対
象
者
等
を
招
待

し
、
２
年
振
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
式
辞
に
お
い
て
駐
屯
地
司
令
は
、
２
年
振
り
に
記
念
行
事
を
開
催
で
き
る

喜
び
、
地
域
の
方
々
、
諸
先
輩
方
へ
の
謝
意
、
昨
今
の
国
内
外
情
勢
を
踏
ま
え
た
隊
員
に

対
す
る
要
望
と
駐
屯
地
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
観
閲
行
進
及
び
災
害
派
遣
の
場
を
想
定
し
た
訓
練
展
示
を
実
施
し
、

記
念
行
事
は
整
斉
と
終
了
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
招
待
者
に
対
し
生
活
環
境
研
修
（
浴
場
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
、
隊

員
食
堂
、
営
内
隊
舎
）
及
び
装
備
品
展
示
（
07
式
機
動
支
援
橋
、
92
式
浮
橋
等
）
を
実

し
、
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
隊
員
の
生
活
場
所
や
装
備
品
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

募
集
対
象
者
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
の
生
活
内
容
を
知
る
事
が
で
き
た
。
」
「
写
真
で
し

か
見
た
事
が
な
か
っ
た
装
備
品
を
直
接
見
る
事
が
で
き
て
更
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
」

等
の
声
を
頂
く
等
、
盛
況
で
あ
り
、
入
隊
意
欲
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
「
自
衛
隊
の
活
動
を
式
典
等
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
か
っ
た

で
す
。
」
「
大
久
保
駐
屯
地
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
投
稿
で
、
息
子
が
観
閲
行
進
で
堂
々
と

歩
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
親
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
多
く
の
好
意
的
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
是
非
、
皆
様
に
お
越
し
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

藤

森

佳

人

氏

就

任

令和３年度
大 久 保 駐 屯 地 司 令
感 謝 状 受 賞 者 紹 介

令
和
３
年
度
大
久
保
駐

屯
地
司
令
感
謝
状
受
賞
者

（
国
防
の
重
要
性
と
自
衛

隊
の
任
務
に
深
い
理
解
と
、

駐
屯
地
の
充
実
発
展
に
寄

与
し
た
功
績
）
を
紹
介
し

ま
す
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
駐
屯

地
創
立
記
念
行
事
に
あ
わ

せ
感
謝
状
贈
呈
式
を
実
施

す
る
と
こ
ろ
、
昨
年
度
に

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏

ま
え
贈
呈
式
を
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
別
日
を
設
定
し
、

受
賞
者
の
方
々
に
感
謝
状

を
お
渡
し
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
14
名
の
皆

様
、
改
め
て
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

栄誉礼を受ける駐屯地司令
若さ溢れる新隊員の観閲行進

装 備 品 展 示

巡 閲国旗に対し敬礼（着剣捧げ銃）

訓 練 展 示観 閲 行 進

募集対象者見学会（隊員居室）

駐屯地司令より委嘱状の伝達

藤森佳人氏（写真左）

大久保駐屯地ホームページ
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各 部 隊 訓 練 等 記 事

大
隊
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）
か
ら

15
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
寒
暖
差
が
激
し
い
青

野
ヶ
原
演
習
場
の
地
に
お
い
て
、
第
１
次
師
団

統
制
バ
ト
ラ
ー
戦
闘
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
対
抗
方
式
で
実
戦
に
近
い
環
境

で
訓
練
が
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
施
設
大
隊
か

ら
は
各
中
隊
の
小
隊
長
以
下
が
参
加
し
、
真
剣

勝
負
に
挑
み
ま
し
た
。

訓
練
に
先
立
ち
、
統
裁
官
で
あ
る
師
団
長
は
、

「
人
的
損
耗
を
局
限
せ
よ
」
「
全
て
の
戦
闘
力

を
使
い
切
れ
」
「
装
備
品
の
能
力
を
最
大
限
発

揮
せ
よ
」
の
三
点
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
「
普
通
科
の
戦
い
方

を
よ
く
理
解
す
る
と
と
も
に
他
の
職
種
と
連
携

す
る
こ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
」
「
状
況
間
は
雨
風
の
影
響
が
大
き
い
中

で
あ
っ
た
が
、
分
隊
長
の
適
切
な
指
揮
に
よ
り

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
」
と
い
っ

た
所
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
バ
ト
ラ
ー
訓
練
を
通
じ
大
隊
と
し
て

も
、
敵
を
意
識
し
た
行
動
、
指
揮
の
継
承
、
継

続
的
な
見
積
り
と
状
況
判
断
の
重
要
性
等
多
く

の
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

器
材
隊
は
、
令
和
３
年
４
月
15
日
（
木
）
か

ら
27
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
長
池
演
習
場
に
お

い
て
令
和
３
年
度
前
期
長
池
演
習
場
整
備
（
長

池
整
備
隊
長

川
田
２
佐
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
整
備
に
お
い
て
、
架
橋
中
隊
は
演
習
場
内

の
立
木
の
伐
採
・
伐
根
及
び
運
搬
作
業
を
実
施

し
た
後
、
中
型
ド
ー
ザ
等
の
機
械
力
を
も
っ
て

車
両
等
の
通
路
を
構
成
し
て
、
新
た
な
集
結
適

地
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
殊
器
材
中
隊
は
、
立
木
の
伐
採
等

に
よ
り
敷
地
の
拡
張
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
マ
カ

ダ
ム
ロ
ー
ラ
等
に
よ
り
整
地
作
業
を
実
施
し
、

部
隊
が
よ
り
実
戦
的
な
訓
練
が
で
き
る
よ
う
障

害
構
成
適
地
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
幹
線
・

支
線
道
路
の
維
持
管
理
の
た
め
の
グ
レ
ー
ダ
等

に
よ
る
整
備
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
若
年
隊
員
達
は
、
１
年
前
の
令
和

２
年
度
後
期
長
池
演
習
場
整
備
で
の
経
験
を
活

か
し
て
、
先
輩
隊
員
達
と
と
も
に
、
額
に
大
粒

の
汗
を
流
し
、
整
備
任
務
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
中
、
約
２
週
間
と
長

期
に
わ
た
る
整
備
期
間
で
し
た
が
、
整
備
に
支

障
を
き
た
す
事
故
等
は
１
件
も
な
く
、
無
事
に

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

地雷埋設による障害構成道路障害作業車による障害構成

油圧ショベルによる対戦車壕構築ドーザによる対戦車壕構築

集結適地整備障害構成適地拡張整備

幹線道路整備 障害構成適地拡張整備

大
隊
は
、
令
和
３
年
４
月
４
日
（
日
）
か
ら

６
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
河
本
２
尉
以
下
33
名

は
、
大
久
保
駐
屯
地
及
び
長
池
演
習
場
に
お
い

て
、
出
動
準
備
か
ら
野
外
に
お
け
る
作
戦
状
況

下
の
一
連
の
行
動
に
つ
い
て
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
訓
練
は
、
出
動
準
備
訓
練
を
主
に
燃
料
及

び
糧
食
の
受
領
・
積
載
、
整
備
支
援
器
資
材
の

積
載
を
実
施
し
、
作
戦
準
備
に
資
す
る
時
間
的

な
指
標
を
確
認
し
ま
し
た
。

野
外
訓
練
で
は
、
偽
装
及
び
車
装
変
換
・
進

入
訓
練
を
実
施
し
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び

隊
員
の
基
礎
動
作
に
つ
い
て
練
度
の
維
持
・
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

訓
練
間
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
訓
練

に
臨
み
、
所
望
の
成
果
を
得
る
と
と
も
に
、
異

状
な
く
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
隊
は
、
今
回
の
訓
練
で
明
確
に
な
っ
た
問

題
点
を
次
回
訓
練
で
改
善
し
、
何
時
如
何
な
る

状
況
に
お
い
て
も
、
第
４
施
設
団
及
び
団
直
轄

部
隊
を
支
援
す
る
べ
く
更
な
る
練
度
向
上
を
図

り
、
隊
員
一
丸
と
な
り
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

車両に対するタイヤチェーン装着車両に対する偽装及び遮光

整備隊長による命令下達出動準備訓練における車両準備

群
は
、
令
和
３
年
４
月
11
日
（
日
）
か
ら
26
日

（
月
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
及
び
む
つ
み

演
習
場
に
お
い
て
、
第
13
旅
団
が
担
任
・
実
施
す

る
令
和
３
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
春
季
整
備
等

を
全
般
支
援
し
ま
し
た
。

日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
は
、
第
３
８
０
施
設

中
隊
及
び
第
３
８
２
施
設
中
隊
が
、
剣
山
採
石
場

開
設
・
運
営
、
幹
線
・
支
線
道
路
等
整
備
及
び
沈

砂
池
南
側
展
開
地
造
成
整
備
を
実
施
し
、
む
つ
み

演
習
場
に
お
い
て
は
第
３
８
１
施
設
中
隊
が
、
幹

線
・
支
線
道
路
等
整
備
及
び
天
王
山
新
設
道
見
積

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
方
面
隊
と
し
て
初
め
て
１
３
旅
団
整

備
隊
施
設
調
整
所
を
開
設
・
運
営
し
、
日
本
原
演

習
場
整
備
に
係
る
施
設
科
事
項
の
現
況
把
握
・
調

整
・
統
制
を
実
施
し
、
日
本
原
整
備
隊
の
任
務
達

成
の
た
め
に
邁
進
し
ま
し
た
。

本
演
習
場
整
備
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
方
面
隊
初
の
試

み
と
な
る
施
設
調
整
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

隊
務
の
総
合
一
体
化
施
策
と
し
て
、
夜
間
に
お
け

る
施
設
器
材
操
作
訓
練
、
車
両
操
縦
練
成
訓
練
を

実
施
す
る
等
、
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
訓
練
基

盤
の
維
持
・
拡
充
を
図
り
演
習
場
の
長
期
安
定
使

用
に
寄
与
し
ま
し
た
。

剣山採石場開設・運営

施設調整所開設・運営

幹線・支線道路整備における
置換（運土）作業

油圧ショベルを用いた沈砂池排砂作業
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施
設
整
備
隊
は
、
令
和
３
年
４
月

14
日
（
水
）
か
ら
27
日
（
火
）
の
間
、

青
野
ヶ
原
演
習
場
及
び
あ
い
ば
野
演

習
場
に
お
い
て
演
習
場
整
備
に
参
加

し
ま
し
た
。
本
整
備
間
、
隊
は
バ
ケ

ッ
ト
ロ
ー
ダ
、
草
刈
り
機
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
等
の
故
障
整
備
を
実
施
し
、

整
備
員
は
故
障
整
備
の
状
況
を
把
握

し
て
、
迅
速
に
故
障
排
除
し
て
稼
働

率
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
隊
は
令
和
３
年
４
月
７
日

（
水
）
か
ら
９
日
（
金
）
及
び
５
月

15
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
火
）
の
間

青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
隊
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
６
月
に
受
閲
す
る
大
隊

検
閲
に
向
け
て
の
訓
練
で
あ
り
、
部

隊
訓
練
か
ら
一
連
の
動
作
を
実
施
し
、

経
験
が
少
な
い
陸
士
隊
員
や
新
配
置

隊
員
を
は
じ
め
と
す
る
全
隊
員
の
認

識
統
一
を
図
る
た
め
演
練
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
訓
練
で
の
改
善
事
項
を

更
に
見
直
し
、
大
隊
検
閲
に
向
け
部

隊
一
丸
と
な
り
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発

揮
し
、
概
ね
優
良
の
評
価
を
獲
得
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

バケットローダの故障整備

団
本
部
付
隊
は
、
令
和
３
年
５
月
16
日(

日
）

か
ら
５
月
21
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
第
１
回
団

統
制
訓
練
に
お
い
て
、
応
急
出
動
準
備
、
車
両

行
進
、
指
揮
所
開
設
・
維
持
・
運
営
、
野
外
炊

事
等
を
一
連
の
行
動
に
お
い
て
演
練
し
ま
し
た
。

16
日
（
日
）
、
隊
本
部
班
に
非
常
呼
集
を
発

令
し
、
全
隊
員
の
登
庁
後
、
状
況
説
明
、
応
急

出
動
準
備
命
令
の
下
達
、
装
備
品
の
車
両
へ
の

積
載
、
携
行
物
品
の
準
備
を
実
施
し
、
指
揮
官

点
検
後
に
補
備
修
正
を
実
施
し
、
翌
日
に
出
動

準
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

18
日
（
火
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
向
け
前
進
を
開

始
し
、
伊
丹
駐
屯
地
ま
で
の
予
備
経
路
を
掌
握

し
つ
つ
、
行
進
規
律
を
維
持
し
、
整
斉
と
移
動

を
完
了
し
ま
し
た
。

指
揮
所
の
開
設
に
お
い
て
は
、
団
本
部
付
隊

内
の
認
識
を
統
一
し
、
指
揮
所
に
お
け
る
内
部

配
置
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
所
の
開

・
運
営
を
一
連
の
行
動
で
演
練
し
ま
し
た
。

ま
た
、
炊
事
経
験
の
浅
い
隊
員
を
野
外
炊
事

に
参
加
さ
せ
、
実
体
験
を
通
じ
て
隊
本
部
の
炊

事
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
応
急
出
動
か
ら
指
揮
所
開

設
ま
で
の
一
連
の
行
動
を
す
る
と
と
も
に
、
各

種
の
検
証
及
び
問
題
点
の
改
善
を
通
じ
練
度
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
計
隊
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
み
で
訓

練
は
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
印
象
通
り

３
月
か
ら
５
月
ま
で
、
長
い
年
度
末
業
務

（
実
戦
）
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
会
計
隊
も
後
方
支
援
職
種

と
し
て
必
要
な
日
々
の
体
力
練
成
は
勿
論

の
こ
と
、
各
種
訓
練
・
検
定
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

我
が
身
を
守
り
、
敵
を
倒
す
射
撃
能
力

は
会
計
隊
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
多
数
あ
る
検
定
の
中
で
も
、
隊
員
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
事
故
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
小
銃
射
撃

検
定
は
、
特
に
厳
正
な
勤
務
及
び
安
全
管

理
が
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
検
定
に
お
い
て
も
、
訓

練
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
着
意
あ
る
訓
練
・
検
定
を
行
い
、
国

民
に
信
頼
さ
れ
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
会

計
隊
と
な
る
べ
く
日
々
精
進
し
て
い
き
ま

す
。

警戒中の隊員

射撃用意、撃て！射 撃 中

応急出動準備野外炊事

業
務
隊
は
、
松
山
駐
屯
地
に
所
属

す
る
第
１
１
０
教
育
大
隊
が
担
任
す

る
令
和
３
年
度
一
般
陸
曹
候
補
生
約

１
８
０
名
の
隊
員
の
前
期
教
育
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
教
育
専
門
施
設
の
な
い
大

久
保
駐
屯
地
で
隊
員
の
生
活
環
境
を

良
好
に
保
つ
た
め
、
居
室
の
準
備
や

教
育
基
盤
の
維
持
・
整
備
を
教
育
大

隊
と
連
携
し
つ
つ
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
自
ら
の
駐
屯
地
整
備
は

自
ら
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
業
務
隊

統
一
整
備
の
一
環
と
し
て
、
他
駐
屯

地
か
ら
の
部
隊
を
受
け
入
れ
る
外
来

宿
舎
の
壁
や
ド
ア
等
の
塗
装
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
大
久
保

駐
屯
地
に
お
越
し
の
部
隊
に
対
し
て
、

心
ば
か
り
の
「
お
も
て
な
し
」
で
は

あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
良
く
お
過
ご

し
頂
け
れ
ば
と
の
思
い
で
整
備
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
引
き

続
き
部
隊
・
隊
員
の
よ
り
良
い
生
活

及
び
勤
務
環
境
整
備
の
た
め
、
隊
一

丸
と
な
っ
て
基
盤
の
維
持
・
整
備
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

外来宿舎の自隊整備 曹候補生の健康診断

派
遣
隊
は
、
令
和
３
年
６
月
７
日
（
月
）

か
ら
11
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度

第
１
回
中
隊
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
格
闘
訓
練
と
救
急
法
を
練
成
し

て
検
定
に
挑
み
、
戦
闘
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

後
半
に
お
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
処

訓
練
や
新
た
な
基
地
通
信
技
能
の
練
成
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
２
度
に
わ

た
る
米
国
に
対
す
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
と
呼

ば
れ
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
一

種
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
身
代
金
要
求
型
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
、

米
国
の
巨
大
都
市
の
一
部
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
衝
撃

的
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

日
本
も
、
今
ま
さ
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
通
信
科
の
隊
員
は
、
第
５
の
戦
場
と

呼
ば
れ
る
サ
イ
バ
ー
空
間
で
戦
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
戦
闘
と
頭
脳
戦
、
従
来
の
戦

場
と
電
脳
空
間
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
戦
闘

の
両
面
で
戦
う
た
め
、
日
夜
練
成
し
て
い
ま

す
。

中
隊
は
、
令
和
３
年
５
月
13
日
（
木
）
か
ら

22
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
、
大

久
保
駐
屯
地
及
び
守
山
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
第
１
回
団
統
制
訓
練
を
、
総
合
訓
練

の
場
と
し
て
駐
屯
地
に
お
け
る
出
動
準
備

（
法
令
教
育
、
至
近
距
離
射
撃
）
、
作
戦
地
域

へ
の
前
進
、
夜
間
の
集
結
地
占
領
、
指
揮
所
の

開
設
・
運
営
、
全
般
支
援
構
築
の
一
連
の
行
動

に
つ
い
て
演
練
、
走
破
し
て
大
き
な
事
故
も
な

く
無
事
訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点

か
ら
、
一
部
訓
練
に
制
約
を
受
け
た
も
の
の
、

各
隊
員
は
積
極
的
に
任
務
達
成
に
邁
進
し
、
日

本
原
演
習
場
の
暗
夜
の
中
、
夜
間
運
土
作
業
、

夜
間
走
行
を
実
施
し
、
夜
間
操
縦
技
術
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
武
力
攻
撃
予
測
事
態
下
で

の
各
種
権
限
に
基
づ
く
行
動
練
度
及
び
若
年
隊

員
の
操
縦
練
度
向
上
に
よ
り
、
車
両
専
門
部
隊

と
し
て
の
基
盤
的
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

最
終
日
の
21
日
（
金
）
、
大
久
保
駐
屯
地
に

お
い
て
、
被
拘
束
者
捕
虜
収
容
所
施
設
の
構
築

を
実
施
し
、
小
隊
の
現
時
点
の
練
度
を
把
握
し
、

訓
練
諸
元
を
収
集
し
て
計
画
の
作
成
、
練
成
訓

練
等
に
お
い
て
の
資
を
得
る
と
と
も
に
、
被
支

援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
意
識
付
け
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
教
訓
事
項
を
じ
後
の
練
成
訓
練
に
反

映
し
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
更
な
る
意
識
・
知

識
・
技
能
の
向
上
に
努
め
、
自
信
と
誇
り
に
満

ち
た
中
隊
と
な
る
べ
く
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

至近距離射撃被拘束者捕虜収容所構築

格闘訓練（防衛の基本は体力から）サイバー攻撃対処練訓練

設
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編
集
後
記

部隊名
階 級
氏 名

退官日

第３施設大隊
陸曹長

宮崎 英彰
令和３年４月２６日

第１０４施設直接支援大隊
１等陸曹
水津 俊男

令和３年５月 ８日

大久保駐屯地業務隊
准陸尉
平井 勲

令和３年６月２１日

新隊員前期教育修了！転 入 部 隊 長 等 紹 介

令
和
３
年
３
月
15
（
月
）
の

定
期
異
動
に
よ
り
、
大
久
保
駐

屯
地
業
務
隊
長
と
し
て
宿
久
1

佐
が
第
２
陸
曹
教
育
隊
（
仙
台)

か
ら
、
第
４
施
設
団
本
部
高
級

幕
僚
と
し
て
伊
藤
１
佐
が
教
育

訓
練
研
究
本
部
（
目
黒
）
か
ら
、

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
長

と
し
て
木
村
３
佐
が
第
６
施
設

群
本
部
管
理
中
隊(

豊
川)

か
ら
、

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
長
と
し

て
中
田
１
尉
が
第
４
施
設
団
本

部
第
３
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
30
日(

火)

の
臨

時
駐
屯
地
朝
礼
で
64
名
の
転
入

者
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
部
隊
に
新
た
な
風
を
吹
き

込
み
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

ろ

第
１
１
０
教
育
大

隊
第
３
３
３
共
通
教

育
中
隊
は
、
令
和
３

年
３
月
29
日
（
火
）

か
ら
令
和
３
年
６
月

26
日
（
土
）
ま
で
の

間
、
第
１
７
期
一
般

曹
候
補
生
課
程
前
期

教
育
を
担
任
・
実
施

し
ま
し
た
。

１
７
１
名
の
新
隊

員
は
前
期
教
育
期
間

中
、
基
本
基
礎
と
な

る
様
々
な
訓
練
を
受

け
、
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
資
質
の
涵
養

に
努
め
ま
し
た
。

今
後
新
隊
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
部
隊

で
後
期
教
育
を
受
け

ま
す
が
、
前
期
教
育

で
得
た
困
難
に
打
ち

勝
つ
忍
耐
力
、
同
期

と
の
絆
を
胸
に
、
若

さ
を
武
器
に
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

大久保駐屯地
T w i t t e r

定 年 退 官 者 紹 介

第４施設団本部付隊
付隊長

１等陸尉 中田聡一郎

初射撃「ガク引きに注意！」

戦闘訓練「ほふく前進、前へ！」格闘訓練「一撃必殺！」

行進訓練(10㎞)｢敵を意識せよ！｣

基本教練「敬礼！」

最
近
に
な
っ
て
携
帯
電
話
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
替
え
ま
し
た
が
、
と

て
も
便
利
で
す
。
調
べ
た
い
事
や
探

し
た
い
物
が
す
ぐ
に
分
か
り
、
と
て

も
楽
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
手
軽
に
利
用
で
き
、

友
人
・
知
人
等
と
も
情
報
共
有
が
出

来
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

大
久
保
駐
屯
地
の
開
設
し
て
い
る
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
６
，

４
０
０
人
居
る
の
を
見
る
と
色
々
な

方
々
と
繋
が
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま

す
。こ

の
手
軽
に
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す

が
、
情
報
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と

は
情
報
が
拡
散
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
繋
が
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
書
き
込
み
や
投
稿
し
た
画
像

等
が
個
人
情
報
等
の
不
適
切
な
情
報

で
あ
っ
た
場
合
、
良
か
れ
と
思
っ
て

行
っ
た
こ
と
が
、
自
衛
隊
を
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
大
勢
の
方
々
に
対
す

る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
自
衛
隊
員
は
ど
ん
な
小
さ

な
情
報
で
あ
っ
て
も
発
信
す
る
情
報

の
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
部
外

の
方
々
と
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う

に
気
を
付
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
用
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

最
先
任
の
一
言

部
隊
長
随
筆

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
適
切
な
使
用
に
つ
い
て
」

大久保駐屯地業務隊長
宿久１佐（８９Ｂ）

好きな食べ物：和食全般

第４施設団本部高級幕僚
伊藤１佐（０１Ｂ）

好きな食べ物：パンケーキ

第４施設団本部付隊長
中田１尉（１１Ｉ）

好きな食べ物：わらび餅

第３０７ダンプ車両中隊長
木村３佐（０６Ｉ）

好きな食べ物：抹茶ぜんざい

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し

ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
令
和
３
年
度
も

訓
練
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
大
久
保
駐
屯

地
記
念
行
事
を
開
催
で
き
た
こ
と
を
喜

び
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
、
健
康
第
一
で
各
種
訓
練
等
に
臨
ん

で
行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

も
引
き
続
き
、
大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙

「
や
ま
し
ろ
」
に
対
し
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
や
ま
し
ろ
担
当

丸
山
２
曹
）

宮崎曹長 水津１曹 平井准尉

永年の勤務お疲れ様でした！

「
成

功

体

験
」

誰
で
も
人
生
に
お
い
て
、
あ
る

こ
と
に
成
功
し
、
達
成
感
（
満
足

感
）
や
自
信
を
得
た
体
験
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
我
が
家
の
３
歳
に
な

る
息
子
は
、
悩
み
な
が
ら
も
初
め

て
４
ピ
ー
ス
の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ

せ
て
か
ら
は
、
一
人
で
何
度
も
挑

戦
し
、
や
が
て
組
み
立
て
る
の
が

早
く
な
る
と
、
更
に
ピ
ー
ス
数
の

多
い
パ
ズ
ル
に
も
取
り
組
み
、
今

で
は
１
０
０
ピ
ー
ス
を
超
え
る
パ

ズ
ル
も
完
成
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
成
功
体
験
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
り
、
自
発
的
に
行

動
・
挑
戦
し
、
ど
ん
ど
ん
上
達
し

て
い
き
ま
し
た
。

翻
っ
て
我
々
自
衛
官
の
教
育
訓

練
に
お
い
て
も
、
成
功
体
験
は
能

力
の
向
上
に
有
効
な
手
段
だ
と
思

い
ま
す
。

目
標
を
立
て
（
パ
ズ
ル
の
完
成

努
力
を
集
中
（
悩
み
な
が
ら
組
み

立
て
）
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
感
と
自
信

を
得
て
、
更
に
高
い
目
標
（
ピ
ー

ス
数
の
増
加
）
に
向
け
て
自
発
的

に
行
動
・
挑
戦
す
る
。

管
理
の
参
考
に
も
「
人
間
が
能

力
を
十
分
発
揮
す
る
の
は
、
自
ら

達
成
し
た
い
と
思
う
目
標
を
持
つ

と
き
で
あ
る
。
」
と
あ
る
通
り
、

成
功
体
験
に
基
づ
く
目
標
設
定
は

能
力
の
向
上
・
発
揮
に
と
て
も
効

果
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
部
隊
長
と
し
て
は

駆
け
出
し
の
私
で
す
が
、
隊
員
に

も
多
く
の
成
功
を
体
験
さ
せ
、
満

足
感
と
自
信
の
付
与
、
個
人
・
部

隊
の
能
力
の
向
上
と
幸
福
感
の
充

実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

）

修了式「元気に頑張れ！」

第１０４施設直接支援大隊
最先任上級曹長

陸曹長 坂本 智康

」


